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関
口
正
司
　
教
授
　
著
作
目
録

著
書

　
『
自
由
と
陶
冶
―
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
マ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
単
著
）�

み
す
ず
書
房　
　
　

一
九
八
九
年

　
『
名
著
か
ら
探
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
市
民
像
―
九
州
大
学
公
開
講
座
講
義
録
』（
共
編
著
）�

花
書
院　
　
　

二
〇
〇
七
年

　
『
政
治
に
お
け
る
「
型
」
の
研
究
』（
編
著
）�

風
行
社　
　
　

二
〇
〇
九
年

　
『
政
治
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る
―
市
民
教
育
と
政
治
思
想
』（
編
著
）�

風
行
社　
　
　

二
〇
一
九
年
（
刊
行
予
定
）

論
文「

思
想
形
成
期
の
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
―
合
理
性
と
内
発
性
の
追
求
」

�

（
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌�

第
二
四
巻
第
一
号
）　　
　

一
九
八
三
年

「
ミ
ル
に
お
け
る
政
治
理
論
と
歴
史
―
一
八
四
六
年
ま
で
」

�
（
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌�

第
二
六
巻
第
二
号
）　　
　

一
九
八
五
年

「
ミ
ル
に
お
け
る
政
治
理
論
と
歴
史
―
一
八
四
六
年
ま
で
」

�

（
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌�

第
二
七
号
第
一
号
）　　
　

一
九
八
六
年

「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
大
衆
民
主
主
義
」�

『
現
代
世
界
と
国
民
国
家
の
将
来
』（
田
中
浩
編
）
御
茶
の
水
書
房　
　
　

一
九
九
〇
年

「
二
つ
の
自
由
概
念
（
上
）」�

（
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集�

第
二
四
巻
第
一
号
）　　
　

一
九
九
一
年

「
二
つ
の
自
由
概
念
（
下
）」�

（
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集�

第
二
四
巻
第
三
号
）　　
　

一
九
九
二
年



22

「
ミ
ル
の
政
治
思
想
―
『
自
由
論
』
と
『
代
議
政
治
論
』
を
中
心
に
」

�
『
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
研
究
叢
書
：
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
研
究
』（
杉
原
四
郎
・
小
泉
仰
・�

山
下
重
一
編
）
御
茶
の
水
書
房　
　
　

一
九
九
二
年

「
ベ
ン
サ
ム
」�

『
概
説
西
洋
政
治
思
想
史
』（
中
谷
猛
・
足
立
幸
男
編
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　
　
　

一
九
九
四
年

「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
」�

『
概
説
西
洋
政
治
思
想
史
』（
中
谷
猛
・
足
立
幸
男
編
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　
　
　

一
九
九
四
年

「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
閉
じ
る
と
い
う
こ
と
―
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
と
政
治
思
想
史
」

�

（
法
政
研
究�

第
六
一
巻
第
三
・
四
号
）　　
　

一
九
九
五
年

「
ベ
ン
サ
ム
と
ベ
ン
サ
ム
主
義
」

�
『
英
国
文
化
の
世
紀
・
１
・
新
帝
国
の
開
花
』（
村
岡
健
次
他
編
）
研
究
社
出
版　
　
　

一
九
九
六
年

「
ミ
ル
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
思
想
的
交
流
―
往
復
書
簡
を
中
心
に
」�

（
法
政
研
究�

第
六
三
巻
第
三
・
四
号
）　　
　

一
九
九
七
年

「
功
利
主
義
と
政
治
的
思
慮
―
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
を
手
掛
か
り
に
」�（
政
治
研
究�

第
四
六
号
）　　
　

一
九
九
九
年

「
ミ
ル
の
寛
容
論
」�

（
政
治
研
究�

第
四
七
号
）　　
　

二
〇
〇
〇
年

‘Governm
ent�and�Politics’　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
原
伸
夫
と
の
共
著�K

now
ledge for Sustainable

�
D

evelopm
ent; A

n Insight into E
ncyclopedia of Life Support System

s,�EO
LSS�U

N
ESCO

,�V
ol.�1　

　
　

二
〇
〇
二
年

「
バ
ジ
ョ
ッ
ト
『
イ
ギ
リ
ス
国
制
論
』
に
お
け
る
信
従
の
概
念
に
つ
い
て
」�（
法
政
研
究�

第
七
二
巻
第
四
号
）　　
　

二
〇
〇
六
年

　

‘Conventions�and�Intentions:�T
he�Problem

�of�Closing�Context�in�Q
uentin�Skinner’s�M

ethodology�of�the�　
　

　

H
istory�of�Political�T

hought’�
International Journal of Public A

ffairs,�V
ol.�2�　

　
　

二
〇
〇
六
年

　
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
政
治
学
』
を
読
む
」

�

『
名
著
か
ら
探
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
市
民
像
―
九
州
大
学
公
開
講
座
講
義
録
』（
九
州
大
学
政
治
哲
学
リ
サ
ー
チ
コ
ア
編
）
花
書
院　
　
　

二
〇
〇
七
年

「
政
治
的
判
断
に
お
け
る
「
型
」
に
つ
い
て
」��『
政
治
に
お
け
る
「
型
」
の
研
究
』（
関
口
正
司
編
）
風
行
社　
　
　

二
〇
〇
九
年
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「
地
域
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
ふ
り
か
え
る
―
傾
聴
力
と
つ
な
が
り
の
強
化
を
め
ざ
し
て
」

�

石
田
正
治
・
鏑
木
政
彦
と
の
共
著
（
法
政
研
究�

第
七
八
巻
第
三
号
）　　
　

二
〇
一
二
年

　
「
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
の
政
治
哲
学
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
」�

（
政
治
研
究�

第
六
〇
号
）　　
　

二
〇
一
三
年

　
「
多
数
の
専
制
の
見
分
け
方
」�

（
法
政
研
究�

第
八
〇
巻
第
一
号
）　　
　

二
〇
一
三
年

　
「
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
の
政
治
思
想
史
論
を
ふ
り
か
え
る
」�

（
法
政
研
究�

第
八
一
巻
第
四
号
）　　
　

二
〇
一
五
年

　
「
ミ
ル
『
自
由
論
』
と
寛
容
の
政
治
哲
学
」�

（T
A

SC�M
O

N
T

H
LY

�N
o.�483

）　　
　

二
〇
一
六
年

「
政
治
リ
テ
ラ
シ
ー
と
政
治
的
思
慮
」

�

『
政
治
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る
―
市
民
教
育
と
政
治
思
想
』（
関
口
正
司
編
）
風
行
社　
　
　

二
〇
一
九
年
（
刊
行
予
定
）

書
評

‘A
lan�S.�K

ahan,�A
ristocratic Liberalism

’�
H

istory of E
uropean Ideas,�V

ol.�18　
　
　

一
九
九
四
年

「
杉
原
四
郎
・
山
下
重
一
編
『
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
初
期
著
作
集
４
』」�

（
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究�

第
二
一
号
）　　
　

一
九
九
八
年

「
ミ
ル
『
自
由
論
』
再
読
」�

（
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究�

第
二
五
号
）　　
　

二
〇
〇
二
年

「
木
村
俊
道
著
『
文
明
の
作
法
―
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
と
社
交
』」�

�

（
政
治
研
究�

第
五
九
号
）　　
　

二
〇
一
二
年

「
添
谷
育
志
『
近
現
代
英
国
思
想
研
究
、
お
よ
び
そ
の
他
の
エ
ッ
セ
イ
』」『
年
報
政
治
学�

二
〇
一
七
―
一
』

�

木
鐸
社　
　
　

二
〇
一
七
年
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翻
訳ジ

ョ
ン
・
ダ
ン
「
西
欧
に
お
け
る
政
治
哲
学
の
未
来
」�

（
思
想�

一
九
八
四
年
一
一
月
号
）　　
　

一
九
八
四
年

テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
「
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
死
」�

（
み
す
ず�

一
九
八
九
年
一
月
号
）　　
　

一
九
八
九
年

Ｑ
．
ス
キ
ナ
ー
「
Ⅴ
批
判
に
応
え
る
」

�

ス
キ
ナ
ー
『
思
想
史
と
は
な
に
か
』（
半
澤
孝
麿
・
加
藤
節
編
訳
）
岩
波
書
店　
　
　

一
九
九
〇
年

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
「
社
会
主
義
以
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

�

（『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
平
成
二
年
八
月
号　

都
市
出
版
）　　
　

一
九
九
〇
年

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
―
共
同
体
と
政
治
」

�

『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
未
来
』（
加
藤
節
編
）
東
京
大
学
出
版
会　
　
　

一
九
九
三
年

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
「
文
明
の
衝
突
と
新
た
な
世
界
的
混
迷
の
政
治
的
原
因
」�

（
政
治
研
究�

第
五
四
号
）　　
　

二
〇
〇
七
年

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
―
政
治
哲
学
と
市
民
』（
監
訳
）�法
政
大
学
出
版
局　
　
　

二
〇
一
一
年

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
制
統
治
論
』�

岩
波
書
店　
　
　

二
〇
一
九
年

事
典
・
そ
の
他

「
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
」

�

『
社
会
学
文
献
事
典
』（
見
田
宗
介
・
上
野
千
鶴
子
・�

内
田
隆
三
編
）
弘
文
堂　
　
　

一
九
九
八
年

「
自
由
」�

『
イ
ギ
リ
ス
哲
学
・
思
想
事
典
』（
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
編
）
研
究
社　
　
　

二
〇
〇
七
年

「
ミ
ル
」�

『
岩
波
社
会
思
想
事
典
』（
今
村
仁
司
・
三
島
憲
一
・
川
崎
修
編
）
岩
波
書
店　
　
　

二
〇
〇
八
年

「
ま
え
が
き
」�

『
政
治
に
お
け
る
「
型
」
の
研
究
』（
関
口
正
司
編
）
風
行
社　
　
　

二
〇
〇
九
年
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「
監
訳
者
解
説
」

�
ク
リ
ッ
ク
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
―
政
治
哲
学
と
市
民
』（
関
口
正
司
監
訳
）
法
政
大
学
出
版
局　
　
　

二
〇
一
一
年

「
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
」�『
西
洋
政
治
思
想
資
料
集
』（
杉
田
敦
・
川
崎
修
編
）
法
政
大
学
出
版
局　
　
　

二
〇
一
四
年

学
会
報
告

「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
に
つ
い
て
」�

日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
関
東
部
会
（
国
学
院
大
学
）　　
　

一
九
八
七
年

「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
大
衆
民
主
主
義
」�

日
本
政
治
学
会
（
広
島
大
学
）　　
　

一
九
八
八
年

「
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
試
練
に
立
つ
国
民
国
家
」�

九
州
法
学
会
（
九
州
大
学
）　　
　

一
九
九
一
年

「
二
つ
の
自
由
概
念
」�

日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会�

九
州
部
会
（
福
岡
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）　　
　

一
九
九
一
年

‘Rethinking�the�Idea�of�N
egative�Liberty’

�
T

he�International�Society�for�the�Study�of�European�Ideas

（A
lborg�U

niversity,�D
enm

ark

）　　
　

一
九
九
二
年

「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
文
明
・
徳
・
自
由
」�

日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
（
亜
細
亜
大
学
）　　
　

一
九
九
五
年

「
ミ
ル
の
寛
容
論
」�

日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
（
東
京
大
学
）　　
　

一
九
九
九
年

‘J.�S.�M
ill�on�T

oleration’

�
T

he�3rd�A
nglo-Japanese�Joint�Research�M

eeting

（U
niversity�College�London

）　　
　

二
〇
〇
〇
年

「
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
の
政
治
思
想
史
論
を
ふ
り
か
え
る
」�

政
治
思
想
学
会
（
国
学
院
大
学
）　　
　

二
〇
一
二
年

「
多
数
の
専
制
の
見
分
け
方
」�

韓
国
・
日
本
政
治
思
想
学
会
共
同
学
術
会
議
（
延
世
大
学
）　　
　

二
〇
一
二
年
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大
学
評
価
関
連

単
著『

教
育
改
善
の
た
め
の
大
学
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
―
中
期
計
画
実
施
時
の
自
己
評
価
に
役
立
つ
25
の
ポ
イ
ン
ト
』

�

九
州
大
学
出
版
会　
　
　

二
〇
〇
四
年

論
文「

認
証
評
価
の
機
会
を
九
州
大
学
な
ら
で
は
の
教
育
の
質
的
向
上
に
活
か
す
」�

（
大
学
教
育�

第
一
二
号
）　　
　

二
〇
〇
六
年

「
改
善
に
つ
な
が
る
評
価
を
め
ざ
し
て
―
九
州
大
学
に
お
け
る
認
証
評
価
の
取
組
」

�

（
大
学
評
価
研
究�

第
九
号
）　　
　

二
〇
一
〇
年

「
Ｉ
Ｒ
か
ら
見
た
大
学
評
価
の
課
題
」�

（
Ｉ
Ｄ
Ｅ�

現
代
の
高
等
教
育�

第
五
二
八
号
）　　
　

二
〇
一
一
年

講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
学
会
発
表
等

講
演
「
九
州
大
学
に
お
け
る
評
価
の
体
制
と
そ
の
取
り
組
み
」�

山
口
大
学　
　

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
第
三
者
評
価
へ
の
対
応
戦
略
―
効
果
的
な
自
己
評
価
の
実
践
を
と
お
し
て
」

�

福
岡
教
育
大
学　
　

二
〇
〇
四
年
一
一
月

講
演
「
法
人
評
価
と
認
証
評
価
を
見
据
え
た
自
己
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」�

�

琉
球
大
学　
　
　

二
〇
〇
五
年
一
月

講
演
「
認
証
評
価
を
念
頭
に
置
い
た
自
己
点
検
・
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」�

大
阪
府
立
大
学　
　
　

二
〇
〇
五
年
六
月

講
演
「
法
人
評
価
と
認
証
評
価
を
踏
ま
え
た
部
局
内
自
己
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

�

九
州
大
学
農
学
研
究
院
Ｆ
Ｄ　
　
　

二
〇
〇
五
年
七
月

講
演
「
認
証
評
価
の
機
会
を
九
州
大
学
な
ら
で
は
教
育
の
質
的
向
上
に
活
か
す
」�
九
州
大
学
全
学
Ｆ
Ｄ　
　
　

二
〇
〇
五
年
九
月
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講
演
「
九
州
大
学
に
お
け
る
研
究
開
発
評
価
の
現
況
に
つ
い
て
」

�

文
部
科
学
省
研
究
開
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

東
京
・
経
団
連
ホ
ー
ル　
　

二
〇
〇
五
年
一
二
月

講
演
「
教
育
の
質
的
向
上
に
向
け
た
自
己
評
価
の
あ
り
方
（
認
証
評
価
の
受
審
を
に
ら
ん
だ
自
己
評
価
に
つ
い
て
）」

�

一
橋
大
学　
　
　

二
〇
〇
六
年
七
月

講
演
「
法
人
評
価
を
改
善
に
つ
な
が
る
評
価
へ
と
活
か
す
工
夫
」�

熊
本
大
学　
　

二
〇
〇
七
年
一
一
月

講
演
「
認
証
評
価
を
踏
ま
え
た
大
学
の
自
己
評
価
と
改
善
」�

九
州
共
立
大
学　
　

二
〇
〇
七
年
一
二
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
―
計
画
と
評
価
を
手
掛
か
り
に
」�

九
州
大
学　
　
　

二
〇
〇
九
年
九
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
評
価
の
勘
所
を
探
る
」�

大
学
評
価
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム　

九
州
大
学　
　
　

二
〇
一
〇
年
八
月

講
演
「
大
学
の
発
展
に
資
す
る
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」�

高
知
大
学　
　

二
〇
一
〇
年
一
二
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
評
価
の
勘
所
を
探
る
」�

京
都
大
学　
　
　

二
〇
一
一
年
八
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー�「
評
価
の
勘
所
を
探
る
」�
大
学
評
価
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
九
州
大
学
・
西
新
プ
ラ
ザ　
　
　

二
〇
一
一
年
九
月

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
評
価
人
材
の
在
り
方
」�大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構�

東
京
・
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー　
　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

講
演
「
第
１
期
中
期
目
標
・
計
画
と
法
人
評
価
制
度
が
大
学
に
も
た
ら
し
た
も
の
」�

京
都
大
学　
　
　

二
〇
一
二
年
三
月

講
演
「
九
州
大
学
に
お
け
る
評
価
・
Ｉ
Ｒ
へ
の
取
組
」�

法
政
大
学　
　
　

二
〇
一
二
年
六
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
評
価
の
勘
所
を
探
る
」�
九
州
地
区
大
学
Ｉ
Ｒ
機
構　

九
州
大
学　
　
　

二
〇
一
二
年
七
月

学
会
発
表
「
内
部
質
保
証
と
機
関
調
査
を
活
用
し
た
大
学
の
改
善
」

�
IIA

I�International�Conference�on�A
dvanced�A

pplied�Inform
atics　

　
　

二
〇
一
二
年
八
月

講
演
「
大
学
経
営
支
援
の
た
め
の
Ｉ
Ｒ
と
情
報
」�

九
州
大
学
学
内
・
財
務
担
当
者
研
修
会　
　

二
〇
一
二
年
一
〇
月

講
演
「
Ｉ
Ｒ
と
大
学
評
価
」�
福
岡
教
育
大
学　
　
　

二
〇
一
三
年
一
月
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講
演
「
評
価
・
計
画
・
Ｉ
Ｒ
」�

九
州
大
学�

新
任
係
長
・
専
門
職
員
研
修　
　
　

二
〇
一
三
年
六
月

講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
国
立
大
学
法
人
評
価
セ
ミ
ナ
ー　

評
価
と
計
画
作
成
の
要
点
を
つ
か
む
」

�

福
岡
教
育
大
学　
　
　

二
〇
一
三
年
九
月

講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
評
価
・
Ｉ
Ｒ
担
当
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
・

評
価
と
計
画
作
成
の
要
点
を
つ
か
む
」�

熊
本
大
学　
　

二
〇
一
三
年
一
〇
月

講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
宮
崎
大
学
評
価
セ
ミ
ナ
ー　

評
価
と
計
画
作
成
の
要
点
を
つ
か
む
」

�

宮
崎
大
学　
　

二
〇
一
三
年
一
一
月

講
演
「
評
価
・
計
画
・
Ｉ
Ｒ
」�

九
州
大
学�

新
任
係
長
・
専
門
職
員
研
修　
　
　

二
〇
一
四
年
六
月

講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
宮
崎
大
学
評
価
セ
ミ
ナ
ー　

計
画
・
評
価
へ
の
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―

よ
く
で
き
た
計
画
で
評
価
を
楽
に
」�

宮
崎
大
学　
　
　

二
〇
一
四
年
九
月

学
会
発
表
「
評
価
領
域
に
お
け
る
質
リ
テ
ラ
シ
ー
の
醸
成
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」

�

高
等
教
育
質
保
証
学
会　
　
　

二
〇
一
四
年
八
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
計
画
・
評
価
へ
の
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
適
切
な
計
画
策
定
で
、
良
好
な
評
価
を
楽
に
得
る
」

�

九
州
大
学
執
行
部
向
け
セ
ミ
ナ
ー　
　

二
〇
一
四
年
一
二
月

講
演
「
認
証
評
価
受
審
に
向
け
て
―
認
証
評
価
の
有
意
義
な
取
り
組
み
方
を
考
え
る
」�

福
岡
教
育
大
学　
　

二
〇
一
四
年
一
二
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
部
局
向
け
中
期
計
画
セ
ミ
ナ
ー　

計
画
・
評
価
へ
の
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

�

九
州
大
学�

箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス�

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

二
〇
一
四
年
一
二
月

�

九
州
大
学�
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス　
　
　

二
〇
一
五
年
三
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
（
九
州
地
区
大
学
Ｉ
Ｒ
機
構
）「
計
画
・
評
価
へ
の
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」�

九
州
大
学　
　
　

二
〇
一
五
年
三
月
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講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
評
価
を
意
識
し
た
第
３
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
策
定
に
向
け
て
」

�

琉
球
大
学　
　
　

二
〇
一
五
年
五
月

講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
宮
崎
大
学
評
価
セ
ミ
ナ
ー　

評
価
の
苦
労
を
活
か
す
に
は
」�

宮
崎
大
学　
　
　

二
〇
一
五
年
八
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
九
州
地
区
大
学
Ｉ
Ｒ
機
構
―
計
画
・
評
価
と
3
ポ
リ
シ
ー
」�

九
州
大
学　
　
　

二
〇
一
五
年
九
月

講
演
（
台
湾
評
鑑
協
会
・
招
待
講
演
）「
九
州
大
学
に
お
け
る
大
学
評
価
の
取
組
を
ふ
り
か
え
る
―

大
学
評
価
情
報
室
の
活
動
を
中
心
に
」�

国
立
台
湾
大
学　
　
　

二
〇
一
五
年
九
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
全
学
向
け
セ
ミ
ナ
ー　

評
価
の
観
点
を
踏
ま
え
た
年
度
計
画
作
成
の
基
本
的
な
考
え
方
や
留
意
点
」

�

九
州
大
学　
　

二
〇
一
五
年
一
〇
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
部
局
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
作
成
に
係
る
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
」

�

九
州
大
学�

箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

二
〇
一
五
年
一
〇
月

�

九
州
大
学�

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

二
〇
一
五
年
一
一
月

Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
役
員
・
執
行
部
向
け
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
―
中
期
目
標
・
中
期
計
画
作
成
に
つ
い
て
」

�

九
州
大
学　
　

二
〇
一
五
年
一
一
月

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｍ
Ｊ
Ｉ
Ｒ�

大
学
情
報
・
機
関
調
査
研
究
会
）「
Ｉ
Ｒ
・
質
保
証
・
3
ポ
リ
シ
ー
」

�

熊
本
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　
　
　

二
〇
一
六
年
七
月

講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
評
価
セ
ミ
ナ
ー　

計
画
・
評
価
と
3
ポ
リ
シ
ー
」�

福
岡
教
育
大
学　
　
　

二
〇
一
六
年
九
月

講
演
・
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
宮
崎
大
学
評
価
セ
ミ
ナ
ー　

宮
崎
大
学
の
計
画
・
評
価
と
3
ポ
リ
シ
ー
」

�

宮
崎
大
学　
　
　

二
〇
一
六
年
九
月


